
安倍政権下では枝野幸男が『安倍政権では改憲論議できない』と議論拒否し、
菅政権では『自民が他党を無視し独走なら論議出来ない』と自民党のせいにしたり、

「自民党と野党第１党の立憲でコンセンサスをつくりながら丁寧に進めたい」と他野党を軽視。
理由をつけて審議妨害する立憲は恥を知るべき
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2020年11月9日（虎ノ門ニュース）

虎ノ門ニュース（2020年11月10日 DHCテレビ）
トランプ大統領の拉致問題解決の取組みを報じないTV

11月10日に放送された虎ノ門ニュースで米国大統領選でトランプ大統領
を目の敵にしてる日本のマスコミに対して救う会会長の西岡力氏と作家の百
田尚樹氏が苦言した。
百田氏が「トランプ大統領は日本の拉致被害者に物凄く心を砕き、金正恩
にも厳しい追及をした。こんなことをやってくれた米国大統領は居なかった」
とトランプ大統領が拉致問題解決に努力されてきたことに触れると、西岡会
長は「トランプ大統領は4年間の任期の中で2回も拉致被害者家族と面会し、
国連総会での演説でも横田めぐみさんにも言及して下さった。そして金正恩
と2回首脳会談したが両方で拉致問題解決を迫り、2回目の会談では話を逸
らした金正恩に対して最追求し金正恩から意味のある回答を引き出すなど、
拉致問題解決に真剣に取組んでくれた。また有本さんには『あなたは勝利す
る』と直筆の手紙をくれた」とトランプ大統領が拉致問題解決に尽力をつく
してくれたと証言。
これらをうけ百田氏は「地上波メディアは政策上のイデオロギーで反トラ

ンプかもしれないが、TV局のディレクターやプロデューサーはトランプ大
統領がやってきた拉致問題解決の取組を知ってるのか？知ってるならこれだ
け露骨に反トランプは出来ない」と怒り心頭だった。


